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1 は じ め に

年々,環境にやさしい農業が重要視されてきている。

灌漑用水の水質及び農薬の動向についても監視する必要

性が益々高まってきている。本調査では,水稲の有機質 ,

低農薬栽培を主とする地帯と,普通栽培地帯における農薬

が,水系水質に及ぼす影響を調査した。

2試 験 方 法

0)調査場所 郡山市

唸)調査地点の分類

B 有機質肥料使用 低農薬 一部に普通

栽培有り     8 4ha
C 普通栽培が主  航空防除なし 26 0ha
D 普通栽培が主  航空防除あり    50 0ha

O)調査方法 :各水系ごとに上流と下流の農薬濃度を測

定

(4)調査対象農薬

除草剤 メフェナセット

殺虫剤 ベンフラカルブ

殺菌剤 ピロキロン

フサライ ド

空散日……8/5 8/15

6)農薬の分析法

採水 1″ にジクロロメタ

ン及びヘキサンに溶解し
,

3 試験結果及び考察

有機栽培地帯では,除草剤を 1回 ,い もち病防除として

粒剤 1回の散布を原則としている。

軋)除草剤

移植直後では,検出されなかったが,6月 1日 の灌漑用

水を測定 した結果,B水系の4,5の地点か検出され,特
に4地点から12ppbと 比較的い値で検出された。6月 10日

においては,B水系の3.4の地点で 4～ 2 ppb, 5, 6

地点でわずかに検出されたが,その他の水系地点からは検

出されなかった。
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ンを加え抽出後,濃縮 しアセ ト

ガスクロで測定 (図 )。

藤 口 川     !
図 調査地点の略図

注 → は水の流れる方向

0)殺虫剤

ベンフラカルプは,移植直後の 5月 11日 では検出されず,

6月 上旬になって比較的高い値で検出された。

経時的にみると,当農薬は値が減少してきているが,か
なり残効するものと思われる。

3)殺菌剤

ビロキロン粒剤は,8月 7日 以降,各水系で検出された。

同一水系では,上流より下流の方が濃度が高い傾向にあっ

た。

航空防除に使用されるフサライドは,散布期間中001～

0 32ppbの 範囲で,航空防除の無い有機栽培地帯でも検出

されたが,昨年の02～1 2ppbと比較すると,本年度は
,

濃度は低かった (表 1,2)。

4 ま と め

低農薬の有機栽培地帯から,1地点ではあるが,除草剤
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が比較的高く検出されたが,こ れについては,系外から流

入してきたからと思われる。また,殺菌剤のピロキロンが

最大で40ppb検 出されたことから,農薬の使用にあたって

は,散布後の掛け流 しさけるとともに,系内外の使用動向

についても注意が必要である。

表 1 除草剤 (メ フェナセット)及び殺虫剤 (ベ ンフラカルプ)の水中濃度
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ベンフラカルプ 検出限界 0 2ppb,回収率 89%
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表2 殺菌剤 (ピ ロキロン,フ サライド)の水中濃度  (ppb)

7    ″     4066   1756   1000    ぐ)005   0064   0084   0104
B   2        ″          005        005      く〔305         0011       0105       0073       0097

注 ピロキロン 検出限界 0 05ppb,回収率91%
フサライド 検出限界 0 005ppb,回 収率85%
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